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ム服を着ていたの？ （信じられナ イ） 」 「そんな危ないところに何故また（よほどの物好き）？」といった質問に、 「まぁ制服の一種と思って暮らせばたいしたことない、家の中は自由だし」 「みんな普通の生活をしていて、宗教指導者の悪口やジョークを言ったりしてるけど」などと私は無様な対応しかできなかった。イメージ・ギャップのあちら側にいる人びとにどうやっ 橋渡しができるのか、そもそもギャップ 所以は何か、自分のなかで整理で いままに何年もが経過した。
　
愚か者の私がやっとわかった要点：イラ



































概念としていた 、そこに「ナラティヴ」という研究材料 加えて考察することができるようになった。さら 大学での講ために読みかじっ カルチュラル・スタディーズの書物から「位置取り（
posi-
tion ） 」という概念も学び、 ナラティヴとは、
語る人の立場やアイデンティティを表現するものであると考えられるようになった。そこで、イランについての言説とイメージ、表象の作用とその表象を創り出す位置取りを分析し、考察する可能性が見えてきた。おかげで、自分が（他人が） 、イランを語るその位置取りを、客観視できるようになり、 「イデオロギー対立」にきりきり舞いしないですむようになった 。
●















































造に立脚し、他者化を強化すらするのである。確かに著者たちが主張するように、イランで表現や言論の自由が十分保障されていないことは問題である。ただ、現在イランにいる数千万の人びとを「あちら側」に押しやってしまうと、和解や理解の道も閉ざされてしまう。これらの本は魅力的でイランの一面を示している 思いつつも、やはり従来の欧米の書物の基本姿勢を変えるものではない、新し のは描く手法のみだと評価せざるを得ない。イ 映画で描かれたつつましい民間の暮らしぶりへの理解が、むしろこうした翻訳書によって遠のいてゆくのではないかと、気がかりだ。　
イラン国内で評判になっている著作が日
本語に翻訳さ て出版される機会は皆無に近い。そんな現状で、日本 名のある文芸誌『すばる』が二〇〇八年一二月号で「イラン女性文学」特集を組み 短編小説訳などが掲載されたことは、朗報だった。●精神分裂？　
この数年、ごく短期間ながらも、イラン
を訪問する頻度が増した。そこで、イラン国内の「政権冷笑側」と「最高指導者側」とでも呼ぶべきギャップにどう対応するか、という新たな難問に当面している。短い期間にいろいろな人とつきあおう するからなのだろうが、衛星放送でアメリカ発の番組を視聴し、 「アーホンドども」の愚かな
言動を嗤う層の人たちと、最高指導者の大きな写真を掲げることに違和感を持たぬ人たちとの間の見解のギャップが大きくなりすぎて、時間を置かずにその両者と話すと、精神分裂を起こしそうな気分がするようになった。前者の方が多くの日本人にとって付き合いやすいだろうが、私は後者も必ずしも嫌いではないし 彼ら 愚かだとも思っていない。この両者が大統領選挙を通じて、そして選挙後の政治 場で和解や妥協を図ってくれれば、と私は少しナイーヴな期待を抱いていた。●おわりに　
大統領選挙後の「運動」あるいは「騒擾」
をどう理解すべきか、選挙管理に不正が疑われる政府への《批判》なのか、イスラーム共和政や最高指導者の権威を《否定》する運動なのか、はたまた日頃の鬱憤晴らしなのか、見解は分かれる。スローガンshe‘ãr から私が観察できる限りでは、まだ
新しい体制のイメージもイデオロギーも浮かびあがってきていない。でも三〇年前だって革命の成就までに 一年以上 運動期間を要し、そんなに簡単に体制が転覆るはずはない、と言われ続けた。さてこれから新しいイメージ戦略 展開があるのか否か、ちょっとワクワクする今日この頃である。
（やまぎし
　
ともこ／明治大学准教授）
